
[内閣府事業採択のお知らせ]
この度、一般社団法人 社会課題解決支援協会が提案いたしました、
「指定避難所以外の避難場所でも「安心安全の食事」を提供できる健康情報・地域連携システム事業」が「官民連携による避難所運営の質
向上強化事業」に採択されました！

内閣府事業採択とは？
内閣府では、防災や減災に関する先進的な取り組みを全国で推進するため、民間企業や団体の提案を審査し、実証・実装する仕組みを行っ
ています。
今回の採択は、行政と民間が協力し、避難所運営の質を高めるモデルケースとして期待されていることを意味します。

今回の事業の目的
災害関連死ゼロの実現に向けた対策として、指定避難所以外（在宅避難、車中泊）でも安心して食事や医療が受けられる体制づくり、持病
やアレルギーがある方、高齢者や医療的ケアが必要な方々への命を守るサポートの仕組みづくりを目的としています。

実際の取り組み内容
今回の取り組みでは、「命のカルテ」と連携した健康情報・地域連携システムを活用し、
キッチンカーや移動薬局車などを使って被災地へ温かい食事と医療支援を届けます。

・三重県紀北町モデル（過疎地を想定）
　・高齢化率80％以上の地域での実証
　・キッチンカーによる温かい食事の提供
　・オンライン診療との連携で健康ケア
　・炊き出し訓練と合わせた実施で、平時からの仕組みづくり

https://shakaikadai.or.jp/archives/928


・大阪府大東市モデル（市街地を想定）
　・アレルギー・持病対応の食事を提供
　・移動薬局車を使用し、薬剤師同乗で医療サポート
　・命のカルテを活用し、個別情報をもとに迅速な対応を実現

今後の展望



これらのモデルは、市街地・過疎地いずれにも対応できる形で展開予定です。
今後、各地域の自治体・団体・企業と連携しながら、被災者1人1人にあった食事と医療支援を届ける体制を全国へ広げていきます。

紀北町では10月12日、大東市では10月21日に行う予定ですので、
実際に取り組みを実施した際には、HPにてお知らせさせていただきます！

[高槻市]一般社団法人 予防団の方々が主催の防災イベントに
参加しました！
先日、大阪府高槻市の安満遺跡公園で行われた、一般社団法人予防団の方々が主催されている防災イベントに参加いたしました！

イベントの内容に関してお伝えする前に、まずは一般社団法人予防団のご紹介をさせてください！

一般社団法人 予防団は、現役の消防士と消防設備士が設立した団体で、地域防災力の向上や公務員の副業や活動を推進する
「パラレルキャリア」の実現などに向けて活動されている団体です。

今後、防災知識の体験イベントや地域連携を得意とする予防団と、医療的ケア児・要配慮者を含む共助ネットワークを推進する弊社が力を
合わせることで、防災教育と共助活動が一体化され、より防災・減災体制を整えられると思っています！

災害関連死ゼロの実現に向けて、予防団の方々と力を合わせてまいります！

私達は企業の方でも、個人の方でも活動の幅を今まで以上に良い形で広げるお手伝いをさせていただければと思っております
ので、一緒に力を合わせ、みんなで支え合う輪を広げていきましょう！

そんな予防団の方々が主催するイベントでは、子ども向けにロープワークの体験やアウトドアロープを使ってのハンドストラップ作りなど
が行われていました！

https://shakaikadai.or.jp/archives/903
https://shakaikadai.or.jp/archives/903


また、予防団のブースでは、防災ゲーム「ボーケン」、自動火災報知設備の発信機押下体験、住宅用火災警報器点検方法体験、住宅用消火
器展示、消火器使用方法レクチャー等が実施されていました。高校生防災士の方もボランティアとして参加されており、活気に溢れていま
した！



会場には他にも、ミニチュア救助袋の展示や避難器具の模型を使って説明を行っているブースもあり、防災について幅広く学べる充実した
時間でした！

今後、今回のようなイベント情報等も発信していきますので、興味があるものがございましたら是非ご参加ください！


